重要事項説明書

	重要事項説明書

	契約の表示
	本件システムの名称
	○○○○○○○○

	
	本重要事項説明書は以下の委託者と受託者における○○○○年○月○日付のパッケージソフトウェア利用コンピュータシステム構築委託モデル契約書（以下「システム基本契約書」といいます。）に係る以下の業務の契約に関するものです。

	
	契約の名称
	該当
	契約の類型

	
	A　要件定義支援及びパッケージソフトウェア候補選定支援業務契約（カスタマイズモデル）
	あり・なし
	準委任

	
	B　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約（カスタマイズモデル）
	あり・なし
	準委任

	
	C　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約(オプションモデル)
	あり・なし
	準委任

	
	D　外部設計支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	E　ソフトウェア設計・制作業務契約
	あり・なし
	請負

	
	F　構築・設定業務契約
	あり・なし
	請負

	
	G　データ移行支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	H　運用テスト支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	I　導入教育支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	J　保守業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	K　運用支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	

	  ○○○○○○○○○○○○          御中（ユーザ）
	日付：○○○○年○○月○○日

	標記取引について、本重要事項説明書及び末尾記載の添付図書の原本もしくは写しを交付し、重要事項の説明を致します。本書の内容は個別契約として本契約の一部を構成する条項の詳細な内容であり大変重要です。用語や内容がご不明の場合は、いつでもご質問頂き、十分理解されるようお願い致します。

	受託者（ベンダ）
	会社名
	　

	
	主たる事務所
	〒

	
	代表者氏名
	　

	
	重要事項を説明する契約担当責任者

	
	所属部門名
	　

	
	氏      名
	記名                                  印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）

	
	業務に従事する事務所
	〒

	   

	■告知事項
情報システムの機能適合性や品質（応答性能、信頼性、安定性、セキュリティ等）の確保には委託者と受託者の綿密なコミュニケーションと協働が必要です。情報システムの仕様や目的の不適合、運用上の不都合の発生は、事前のコミュニケーションやテストの不足、協働の失敗などが原因であり、これらが原因による情報システムの改修や修復には多大な費用と時間が費やされる場合があります。また、場合によってはこれらの改修費用などをご負担いただくこともあります。情報システムの構築に関わる各業務の性質をご理解頂いた上で、本重要事項説明書を精査の上、ご承認をお願い申し上げます。

	   

	受領書および契約条件の承認

	　△△△△△△△△△△△　　　　　　　　　御中(ベンダ）
	
	　日付：○○○○年○○月○○日

	標記取引について、本重要事項説明書および末尾一覧に記載された添付図書の原本もしくは写しを受領し、告知事項、重要事項の説明を受け、本契約の条件について承認しました。

	委託者
（ユーザ）
	会   社   名
	

	
	住         所
	〒

	
	代表者氏名
	記名                                   印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）

	
	担当者氏名
	記名                                   印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）


（鑑部分）

	契約及び費用の一覧

	契約名称
	受託金額（税抜）
	支払条件
	システム基本契約書第4条に基づく責任者、主任担当者名
	特記事項

	
	
	
	ユーザ側
	ベンダ側
	

	
	
	
	責任者
	主任担当者
	責任者
	主任担当者
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	特約条項：


プロジェクト体制図（組織図）

（鑑部分）

J　保守業務契約の重要事項　(1)

■保守業務の概要（契約の内容となる具体的作業は次頁以降に記載されています。これらの作業には、ベンダの担当する作業とお客様にお願いする作業があります。）

【記載例】お客様との合意に基づき障害の訂正、性能等の改善を行うため納入後のシステム、ソフトウェア製品の修正等を実施します。

■契約類型：準委任契約

■個別契約条項
1.
個別契約の成立
ユーザは、ベンダに対し、保守業務として本重要事項説明書の具体的作業内容に記載された業務（以下「本件業務」といいます。）の提供を依頼し、ベンダは、これを引き受けました。本件業務の内容、日程、代金（代金の支払方法を含みます。）、各当事者の具体的な義務等の取引条件については、システム基本契約書、本重要事項説明書の具体的作業内容及び本個別契約条項の記載に従います。

2.
本件業務（保守業務）の範囲
1)
本契約に別段の定めがない限り、本件業務とは、本件システムの引渡し後に発見された本件システム（但し、本件システムを構築するために利用されたパッケージソフトウェア、SaaSおよび／もしくはASP、他者との別個の契約に基づく購入もしくはリースされたソフトウェア･ハードウェアを除きます。）の不良や不具合を修正する業務（是正保守）で本重要事項書に記載されたものをいいます。
2)　データのバックアップ作業はユーザの責任とします。バックアップがない事により生じる損害について、ベンダは責任を負いません。
3)
本契約に別段の定めがない限り、本件システムをあらゆる環境の変化に対応させる業務（適応保守）、本件システムの性能又は保守性を改善する業務（完全化保守）及び引渡後本件システムに潜在的な不具合が顕在化する前に発見し修復する業務（予防保守）は、本件業務に含まれません。
3.
サービスの範囲
ベンダは、ユーザに対し、別途定めるサービス仕様書に基づき保守業務に係るサービスの内容を定めるものとします。
4.
設置場所への立ち入り等
ユーザは、ベンダに対し、保守業務を行うためにベンダが本件システムの設置場所に立ち入ることを認めます。また、ユーザは、ベンダに対し、ベンダが保守業務を行うために必要となる作業場所及び消耗品を無償にて提供するものとします。
5.
遠隔操作によるサービス
本重要事項説明書でベンダとユーザが合意するときは、ベンダは、ユーザに対し、遠隔操作による保守業務を行います。
6.
製造打切り、保守部品提供の中止の際の取扱い
1)
ベンダは、本件システムを構成するハードウェアの製造会社（以下「ハードウェアメーカー」といいます。）が以下の行為を行った場合、ユーザに対し、当該ハードウェア自体をユーザの費用負担にて交換することを請求することができます。(1)ハードウェアメーカーが本件システムを構成するハードウェアの製造を打ち切り、その後5年が経過した場合、又は(2)ハードウェアメーカーが本件システムを構成する保守部品の提供を中止した場合
2)
ユーザがベンダの請求後90日以内に前項のハードウェア自体の交換を行わない場合、ベンダは、当該ハードウェアを保守業務の対象から外すことができます。
7.
老朽化装置の取扱い
ベンダは、本件システムを構成するハードウェアの保守部品がハードウェアメーカーの定める耐久期間を超えたことにより本件システムの正常な運用の維持が不可能であると判断した場合、ユーザに対し、当該保守部品をユーザの費用負担にて交換することを請求することができます。ユーザが当該要求後90日以内に交換を行わない場合、ベンダは、当該保守部品をハードウェア保守業務の対象から外すことができます。
8.
ソフトウェアのサポート打ち切り等の取り扱い
１）ベンダは、本件システムを構成するソフトウェアの製造会社が、本件システムを構成するソフトウェアのサポートを中止した場合、当該ソフトウェア自体の安定稼働及び保守の継続について検討の上、保守の継続が困難になるおそれがある場合、ユーザに対しその内容を提示の上、保守契約の見直しをユーザと交渉することができます。
2)　ユーザは、ベンダの請求に応じて、30日以内に契約条件の見直し交渉に応じるものとします。

9.
交換部品の所有権
ユーザは、保守業務の履行に伴い交換された部品の権利をベンダに無償で譲渡します。
10.
秘密保持
ベンダは、保守業務の履行に伴い、前条の交換された部品に記憶されているユーザの情報をシステム構築契約書第７条に定める秘密情報として取り扱うものとします。
11.
設置場所の変更
ユーザは、予め通知した本件システムの設置場所を変更する場合、ベンダに対し、変更後の設置場所及び変更日を変更の30日前までに書面により通知するものとします。
12.
設置場所の整備
ユーザは、保守業務の対象となる本件システムを構成するハードウェアのハードウェアメーカーが定める使用環境条件（入力電源、温湿度、塵埃、振動、電界及び磁界、接地条件、対象製品に有害な塩基及び有酸ガス、メンテナンスエリア等）を本件システムの設置場所において常に整備し、維持するものとします。
13.
不具合の調査費用
1)
保守業務の対象となる本件システムを構成するハードウェア、ソフトウェアに不具合が生じた場合、当該不具合に対する調査費用は、原則として保守サービス料金に含まれるものとします。
2)
前項にかかわらず、当該不具合がユーザの帰責事由により発生したことが判明した場合、又は保守業務の対象となる本件システムを構成しないハードウェア、ソフトウェアが原因で保守業務の対象となる本件システムを構成するハードウェア、ソフトウェアに不具合が生じた場合の調査費用は、別途ユーザが負担します。
14.
使用地域の制限
ユーザは、本件システムを日本国内においてのみ使用するものとします。
15.
本件パッケージ固有の瑕疵担保責任
ベンダは、本件パッケージの固有の瑕疵については保守業務を行いません。ユーザは、本件パッケージの固有の瑕疵及び保守については、本件パッケージの使用許諾書に従うものとします。
16.
有効期間
本契約の有効期間は、契約締結の時から1年間とします。但し、期間満了１ヶ月前までにベンダ及びユーザのいずれからも書面による申出がない場合には、保守業務の対象となる本件システムを構成するハードウェアの部品が市場において供給される限り、更に１年間延長するものとし、その後も同様とします。
17.
支払い遅延
ユーザが代金債務の支払を怠った場合、ベンダは、ユーザに対し、当該遅延日以降の保守業務を行う義務はありません。

■告知事項
1. 内容や専門用語でご不明の点は随時ご質問頂き、十分にご精査ください。

2. データのバックアップ作業はお客様の責任であり、特別の定めがない限りバックアップがない事により生じる損害について、ベンダは責任を負いませんので、十分にご注意ください。

	J　保守業務契約の重要事項　(2)ハードウェア保守＜記入例＞
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	項番
	保守サービス名称
業務内容
	設置場所
	サービス料金
（円／年、税抜）
	請求方法及び
支払方法
	請求開始
年月日
	サービス期間
	遠隔操作保守の有無
	添付図書名
	SLA合意書
有無

	
	
	
	
	
	
	開始日
	終了日
	
	
	

	1
	ハードウェア保守サービス
（サーバ保守）　
	東京都千代田区
○○-○○
	￥○○○,○○○
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	有り
	保守対象機器明細一覧表
	有り

	2
	ハードウェア保守サービス
（クライアントPC及び周辺機器保守）　
	東京都千代田区
○○-○○
	￥○○○,○○○
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	無し
	保守対象機器明細一覧表
	有り

	3
	ハードウェア保守サービス
（ネットワーク機器保守）　
	東京都千代田区
○○-○○
	￥○○○,○○○
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	有り
	保守対象機器明細一覧表
	有り

	4
	ハードウェア保守サービス
（プリンタ保守）　
	東京都千代田区
○○-○○
	￥○○○,○○○
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	無し
	保守対象機器明細一覧表
	有り

	受託金額合計（税抜）
	損害賠償限度額：（項番ごとに記載）

	付帯事項：（作業実施にあたりユーザが担当する作業）


	遠隔操作保守の内容：（項番ごとに記載）

項番1：遠隔操作保守は原則、接続毎にお客様の許可を得て実施します。夜間等で緊急の措置が必要な場合の対応については、SLA合意書で定めます。

項番3：ルーター、ファイアウォールの状態監視は1時間毎とし、異常発生時は、お客様の事前の許可無く外部接続で、障害範囲及び原因の特定、復旧などの1次保守を実施します。遠隔操作保守で対応できない場合は、SLA合意書に基づきオンサイト保守を実施します。

	連絡協議会の実施要項及びユーザ・ベンダの責任者、主任担当者：


	

	特約条項：


	再委託先の表示：

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	J　保守業務契約の重要事項　(3)アプリケーションソフト保守＜記入例＞
	
	
	
	
	
	
	
	

	項番
	保守サービス名称
業務内容
	設置場所
	サービス料金
（円／年、税抜）
	請求方法及び
支払方法
	請求開始
年月日
	サービス期間
	遠隔操作保守の有無
	添付図書名
	SLA合意書
有無

	
	
	
	
	
	
	開始日
	終了日
	
	
	

	1
	アプリケーションソフト保守サービス

（XX社販売管理システム保守）
	東京都千代田区
○○-○○
	￥○○○,○○○
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	有り
	ｘｘ社販売管理システム保守仕様書
	有り

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	受託金額合計（税抜）
	損害賠償限度額：（項番ごとに記載）

	付帯事項：（作業実施にあたりユーザが担当する作業）


	遠隔操作保守の内容：（項番ごとに記載）

項番1：遠隔操作保守は、原則、接続毎にお客様の許可を得て、作業内容についてご承認の上、実施します。マスタおよびデータファイルについては、お客様の責任によるバックアップをお願い申し上げます。夜間及び緊急時の対応については、SLA合意書で定めます。リモート保守で対応できない場合は、SLA合意書に基づきオンサイト保守を実施します。

	連絡協議会の実施要項及びユーザ・ベンダの責任者、主任担当者：


	

	特約条項：


	再委託先の表示：


	保守対象機器明細一覧表 （サーバ・クライアント・周辺機器・ネットワーク機器・プリンタ）＜記入例＞

	項番
	型番・仕様・製造・
開発元・提供会社等
	設置場所
	数量
	保守料金（円／年）
	請求開始
年月日
	サービス期間
	保守部品
提供期限
	保守の範囲及び条件
	無償保証の条件等
（例：設置環境）
	製品特性・耐久性等の特記事項・他

	
	
	
	
	単価(税抜)
	金額（税抜）
	
	開始年月日
	終了年月日
	
	
	
	

	1
	　
	東京都千代田区
○○-○○
	　
	￥○○○,○○○
	￥○○○,○○○
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日
	　
	　
	　
	　

	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	5
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	6
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	7
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	8
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	9
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	10
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	11
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	12
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	付帯事項：（作業実施にあたりユーザが担当する作業）

	　

	遠隔操作保守の内容：（項番ごとに記載）



	　

	特約条項：

	　

	　

	　


	SLA合意書（記入例）

	項番
	保守・運用サービス名称
	SLA/SLM項目名
	項目の説明
	測定条件又は方法
	測定単位
	目標／
保証
	値
	保守対象機器明細項番

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	ハードウェア保守サービス
（サーバ・ルータ：製品名）
	サービス提供時間
	電話受付時間
	コールセンターでの電話受付時間
	時間
	目標
	平日：9時～19時、土：9時～17時、日・祝日：休み
	　

	2
	
	
	平均出動時間
	電話を受けてから技術者が現地に到着するまでの時間（遠隔地は除く。）
	月平均
	目標
	2時間
	　


	3
	
	
	平均復旧時間
	技術者が訪問してからハードウェアが工場出荷状態に戻るまでの四半期平均時間
	四半期平均時間
	目標
	12時間
	　

	4
	
	
	定期点検
	定期点検月に障害が発生し訪問したときは、同時に定期点検を行うことがある。
	回数
	保証
	年2回
	　

	5
	ハードウェア保守サービス
（クライアント・プリンタ：製品名）
	サービス提供時間
	電話受付時間
	コールセンターでの電話受付時間
	時間
	目標
	平日：9時～17時、土日・祝日：休み
	　

	6
	
	
	出動時間
	電話を受けてから技術者が現地に到着するまでの時間（遠隔地は除く。）
	四半期平均時間
	目標
	24時間
	　

	7
	
	
	平均復旧時間
	技術者が訪問してからハードウェアが工場出荷状態に戻るまでの平均時間
	四半期平均時間
	目標
	48時間
	　

	8
	
	
	定期点検
	定期点検月に障害が発生し訪問したときは、同時に定期点検を行うことがあります。
	回数
	保証
	なし
	　

	9
	アプリケーション保守サービス（製品名）
	コールセンター
	電話受付時間
	コールセンターでの電話受付時間
	時間
	目標
	平日：9時～17時、土日・祝日：休み
	　

	
	
	
	即応率
	電話が鳴ってから基準時間内に応答した率
	月平均
	目標
	90％以上
	　

	10
	
	
	放棄率
	着信電話に出られなかった率
	月平均
	目標
	10％未満
	　

	11
	
	
	電話ビジー率
	電話がビジー（話中）でつながらなかった率
	月平均
	目標
	10％未満
	　

	12
	
	
	コールバック率
	即答できずに折り返しをした率
	月平均
	目標
	20％未満
	　

	13
	
	ライセンス保守
	バージョンアップサイクル
	バージョンアップ回数を規定
	年
	目標
	1回／年
	　

	14
	
	
	バージョンアップ範囲
	当該アプリケーション保守範囲でのバージョンアップ
	　
	保証
	マイナーバージョンアップ
	　

	15
	
	
	媒体要求
	バージョンアップ媒体の要求方法
	　
	目標
	ユーザからのリクエスト
	　

	16
	
	
	着手時間(瑕疵時）
	障害の報告を受けてからメーカーに報告するまでの時間
	月平均時間
	目標
	3時間以内
	　

	17
	
	
	復旧時間
	障害報告を受けてから障害が回復するまでの時間。（データ復旧は含まない）
	　
	　
	メーカーとの保守契約による
	　

	18
	
	カスタマイズ保守
	応答時間
	障害報告を受けてから着手するかの有無を決定し回答するまでの時間
	月平均時間
	目標
	24時間以内
	　

	19
	
	
	復旧時間
	障害報告を受けてから障害が回復するまでの時間。（データ復旧は含まない）
	月平均時間
	目標
	3営業日以内
	　

	20
	
	
	着手時間(瑕疵時）
	障害の報告を受けてから作業を開始するまでの時間
	月平均時間
	目標
	3時間以内
	　

	21
	
	
	着手時間(追加要望時）
	連絡協議会で対応を決定する
	　
	　
	　
	　

	22
	SLM
	連絡協議会
	開催サイクル
	連絡協議会を開催するサイクルを規定
	四半期単位回数
	目標
	1回／四半期
	　

	23
	
	
	開催時間
	1回当りの開催時間
	平均時間
	目標
	2時間以内
	　

	24
	
	
	参加人数
	ユーザとベンダの最大参加人数を規定
	１回平均
	目標
	ユーザ：5名ベンダ：5名
	　

	25
	
	SLA
	ＳＬＡ報告サイクル
	SLA報告書の作成サイクルを規定
	四半期
	目標
	1回／四半期
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	26
	
	
	ＳＬＡ見直しサイクル
	SLAの見直しのサイクルを規定
	年
	目標
	1回／年
	　

	27
	
	
	承認方法
	SLA実績、見直しなどをどの機関で承認するかを規定
	　
	　
	連絡協議会
	　


K　運用支援業務契約の重要事項　(1)

■運用支援業務の概要（契約の内容となる具体的作業は次頁以降に記載されています。これらの作業には、ベンダの担当する作業とお客様にお願いする作業があります。）

【記載例】お客様との合意に基づきお客様のシステムの運用を支援するための業務を提供します。

■契約類型：準委任契約

■個別契約条項
1.
個別契約の成立
ユーザは、ベンダに対し、本重要事項説明書の具体的作業内容に記載された業務（以下「本件業務」といいます。）の提供を依頼し、ベンダは、これを引き受けました。本件業務の内容、日程、代金（代金の支払方法を含みます。）、各当事者の具体的な義務等の取引条件については、システム基本契約書、本重要事項説明書の具体的作業内容及び本個別契約条項の記載に従います。

2.
機器等の売買等
ユーザは、本契約（システム基本契約書と個別契約書としての本重要事項説明書から構成されます。以下同じ。）に基づきユーザに納入されるソフトウェア、ハードウェア等のシステム（以下「本件システム」といいます。）に関し、本件業務の提供を受けるにあたり、ベンダ又は第三者からソフトウェア、ハードウェア等（以下「機器等」といいます。）を購入し、又は借り入れる場合があります。なお、ベンダからの当該購入又は借入れの契約条件については、本契約とは別個に締結される契約が本契約に優先して適用されるものとし、ベンダは、当該別契約に別段の定めのない限り、機器等の固有の瑕疵について責任を負いません。

3. 
本件業務（運用支援業務）の範囲
1）　運用支援業務とは、本件システムの検収時以降における本件システムの運用に関する業務を支援するために行う業務をいい、ユーザの新たな要求を満たすことを目的とする本件システム及びユーザの業務の改良又は変更を含みません。

2)　データのバックアップ作業はユーザの責任とします。バックアップがない事により生じる損害について、ベンダは責任を負いません。
4. 
サービスの範囲
ベンダは、ユーザに対し、別途定めるサービス仕様書に基づき運用支援業務に係るサービス内容を定めるものとします。

5.
設置場所への立ち入り等
ユーザは、運用支援業務を行うためにベンダが本件システムの設置場所に立ち入ることを認めます。ユーザは、ベンダが運用支援業務を行うために必要となる作業場所及び消耗品を無償にて提供するものとします。

6. 遠隔接続または遠隔操作によるサービス
本重要事項説明書でベンダとユーザが合意するときは、ベンダは、ユーザに対し、遠隔接続または遠隔操作による業務を行います。
7. 
設置場所の変更
ユーザは、ベンダに対して予め通知した本件システムの設置場所を変更する場合、ベンダに対し、変更後の設置場所及び変更日を変更の30日前までに書面により通知するものとします。


8. 
設置場所の整備
ユーザは、運用支援業務の対象となるハードウェアの製造会社が定める使用環境条件（入力電源、温湿度、塵埃、振動、電界及び磁界、接地条件、対象製品に有害な塩基及び有酸ガス、メンテナンスエリア等）を本件システムの設置場所において常に整備し、維持するものとします。
9. 使用地域の制限
ユーザは、本件システムを日本国内においてのみ使用するものとします。
10. 有効期間
本契約の有効期間は、契約締結の時から1年間とします。但し、期間満了１ヶ月前までにベンダ及びユーザのいずれからも書面による申出がない場合には、更に１年間延長するものとし、その後も同様とします。
11. 支払い遅延
ユーザが代金債務の支払を怠った場合、ベンダは、ユーザに対し、当該遅延日以降の運用支援業務を行う義務はありません。

■告知事項
1. 内容や専門用語でご不明の点は随時ご質問頂き、十分にご精査ください。

2. データのバックアップ作業はお客様の責任であり、特別の定めがない限りバックアップがない事により生じる損害について、ベンダは責任を負いませんので、十分にご注意ください。
	K　運用支援業務契約の重要事項　(2)明細＜記入例＞
	
	
	
	

	項番
	運用支援サービス名称
業務内容
	設置場所
	サービス料金
（円／年、税抜）
	請求方法
支払方法
	請求開始
年月日
	サービス期間
	遠隔接続・操作サービスの有無
	添付図書名
	SLA合意書有無

	
	
	
	
	
	
	開始日
	終了日
	
	
	

	1
	サーバ稼動監視サービス
	東京都千代田区ｘｘｘ
	○○○,○○○円
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	○○○○年
○○月○○日　
	あり
	稼動監視サービス仕様書
	有り

	2
	ウィルス監視サービス　
	東京都千代田区ｘｘｘ
	○○○,○○○円
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	○○○○年
○○月○○日　
	　○○○○年
○○月○○日
	あり
	ウィルス監視サービス仕様書
	有り

	3
	ウィルス駆除サービス　
	東京都千代田区ｘｘｘ
	○○○,○○○円
	年額一括
銀行口座自動引落
	○○○○年
○○月○○日
	　○○○○年
○○月○○日
	　○○○○年
○○月○○日
	あり
	ウィルス駆除サービス仕様書
	有り

	　
	　
　
	　
	　
	　

　
	　
	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
　
	　
	　
	　

　
	　
	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
　
	　
	　
	　

　
	　
	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
　
	　
	　
	　

　
	　
	　
	　
	
	　
	　

	受託金額合計（税抜）


	損害賠償限度額：（項番ごとに記載）



	付帯事項：（ユーザが担当する業務等）


	遠隔接続・操作サービスの内容：（項番ごとに記載）

項番1：稼働監視サービス仕様書に基づく遠隔接続によって、指定のサーバの稼働状態を常時監視します。異常発生時には、SLA合意書に基づきお客様に状態通報を実施します。

項番2：ウィルス監視サービス仕様書に基づく遠隔接続によって、アンチウイルスソフトの稼働状況、ウィルス感染を常時監視します。異常発生時には、SLA合意書に基づく状態通報を実施します。

項番3：遠隔操作による駆除サービスは原則、接続毎にお客様の許可を得て実施します。遠隔操作で対応できない場合は、SLA合意書に基づきオンサイトサービスを実施します。

	連絡協議会の実施要項及びユーザ・ベンダの責任者、主任担当者：

	

	特約条項：


	再委託先の表示



その他本件業務遂行に必要な事項
（法令・規制・規程等の遵守事項、その他の事項）

（鑑部分）

	(付録) 添付図書
	
	

	項番
	図書名
	版
	日付

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


(鑑部分)
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